
吉
川
ま
ち
づ
く
り
自
治

協
議
会
は
、6
月
22
日

午
後
6
時
か
ら
第
2
回

理
事
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
、
地
域

課
題
の
内
容
に
つ
い
て
情

報
共
有
を
図
り
、ど
の
よ

う
に
進
め
る
か
に
つ
い
て

意
識
合
わ
せ
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
理
事
の

他
、
理
事
会
及
び
地
区

推
進
委
員
の
参
加
を
求

め
出
席
者
25
名
で
開
催
。

会
議
で
審
議
し
確
認

及
び
承
認
を
頂
い
た
テ

ー
マ
は
次
の
と
お
り
で
す
。 ①

6
月
2
日
に
新
た
な

方
式
で
始
め
た
粗
大
ご

み
回
収
に
つ
い
て
、
総
括

し
今
後
の
見
直
し
に
つ
い

て
話
合
い
ま
し
た
。

②
元
気
輝
き
ポ
イ
ン
ト

制
度
は
介
護
予
防
・認

知
症
予
防
が
目
的
で
あ

り
、
対
象
と
な
る
活
動

団
体
へ
の
住
民
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
く
。

③
市
か
ら
地
域
介
護
予

防
等
活
動
応
援
事
業
の

支
援
を
受
け
て
定
着
を

図
る
「困
り
ご
と
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
は
、シ
ス
テ
ム

の
周
知
を
行
い
、気
軽
に

依
頼
の
声
を
出
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
改
善
し

て
い
く
。

④
吉
川
地
区
自
主
防
災

会
の
取
組
み-

年
次
事

業
計
画
の
具
体
化
に
つ

い
て
、防
災
意
識
を
高
め

る
講
演
会
を
実
施
、
緊

急
避
難
時
の
行
動
計
画

書
の
作
成
、
被
害
発
生

危
険
個
所
の
図
示
化
、

緊
急
時
の
行
動
を
話

合
い
、災
害
発
生
時
に
備

え
、資
機
材
等
の
配
備
・

備
蓄
の
推
進
、
防
災
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
網
と

し
て
吉
川
メ
ー
ル
と
電

話
連
絡
網
を
柱
と
し
た

拡
充
に
取
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。

⑤
活
性
化
Ｐ
Ｊ
Ｔ
一
次

報
告
、
「里
山
環
境
を
残

し
、自
然
環
境
と
人
の
営

み
の
共
存
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
た
施
策
の
具
現

6
月
1
日
、学
生
グ
ル

ー
プ
「ひ
と
む
す
び
」
が

主
催
す
る
吉
川
ツ
ア
ー
・

田
植
え
の
部
は
上
横
野

地
区
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ

ゃ
の
炭
焼
き
小
屋
周
辺

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
に
は
、
西
条
と

八
本
松
市
街
地
等
か
ら

12
組
35
人
の
親
子
、
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
元

合
わ
せ
て
50
名
余
り
が

参
加
。今
回
の
ツ
ア
ー
は
、

田
植
え
機
と
手
植
え
の

田
植
え
、楽
器
作
り
、羽

化
、住
宅
地
促
進
支
援
、

移
住
促
進
の
報
告
等

➅
第
39
回
吉
川
夏
ま
つ

り
大
会
計
画
骨
子
確
認

釜
炊
き
の
ご
飯
を
メ
イ

ン
と
し
、大
学
生
が
全
体

の
進
行
と
合
わ
せ
田
植

⑦
吉
川
地
域
セ
ン
タ-

利

用
料
の
改
定
に
つ
い
て

（10
月
以
降
適
用
）
消

費
税
改
定
の
場
合
、見
合

の
支
援
、ゲ
ー
ム
な
ど
参

加
者
の
世
話
係
を
担
当

し
ま
し
た
。

地
元
か
ら
は
、
理
事
会

役
員
有
志
の
他
、
田
植

え
機
操
作
を
農
業
法
人

の
西
辺
さ
ん
に
お
手
伝

い
頂
き
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、炭
焼

き
窯
見
学
、
農
家
二
宮

さ
ん
の
協
力
で
野
菜
の

採
り
た
て
販
売
、
参
加

者
で
玉
ね
ぎ
収
穫
な
ど
、

自
然
を
満
喫
し
た
1
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
、
ま
き
で

炊
い
た
「豆
ご
は
ん
・タ

ケ
ノ
コ
ご
は
ん
等
」
、サ
ラ

ダ
、漬
物
等
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
に
好
評
の
食
事

と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
田
植

え
機
で
田
植
え
を
す
る

な
ど
、特
別
の
経
験
が
で

き
た
」
「稲
刈
り
も
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。参
加
す

る
」
等
々
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
午
後
3
時
散

開
し
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア

ー
は
吉
川
地
域
の
暮
ら

し
を
紹
介
す
る
良
い
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
を
見
直
し
、３
か
月
前

予
約
分
か
ら
利
用
者
に

そ
の
旨
を
告
知
す
る
こ

と
等
を
確
認
。
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６月７日、豪雨に係る復旧対策事業の進捗と
今後の災害対策についての説明と意見交換
を行いました。会には市から危機管理課・災害
復旧推進課・障害福祉部・地域づくり推進課、
自治協から会長・各部会長が出席。①警戒レ
ベルの導入、②情報収集手段、③地域防災リ
ーダ養成講座、④避難所運営方針、⑤新たな
地域づくり推進交付金、➅避難行動要支援者
避難支援プランに基づく安否確認、⑦７月豪
雨災害吉川地区の被災状況と今後の復旧見
通し、について意見交換しました。

吉川夏まつり大会実行
委員会（栗重一則委員
長）は、8月3日に開催
する第39回吉川夏ま
つり大会に向けて、第1
回会議となるスタッフ

会議を開催しました。
委員会では、豪雨災害後の開催となった昨
年の内容を総括し、①今年の夏まつりは、29
年度をベースとする、②夏祭りの各部所の責
任者の決定、③開催内容・日程・役割分担・
周知方法など一つ一つ確認しました。次回会
議は7月6日全スタッフを集めて開催します。

６月２９日、吉川地区社協
としては初めての役員会
を開催し、今年度の事業
計画の具体化等を話合

いました。役員会では、当面の役員体制も話
合い、地域福祉の継続を一義として全役員で
取り組むこととしました。



「よしかわだより」に関するお問い合わせは、吉川まちづくり自治協議会にご連絡下さい。

粗
大
ご
み
回
収
前
日
の
6

月
１
日
、地
域
セ
ン
タ
ー
で
、

ご
み
分
別
に
関
す
る
勉
強

吉
川
自
治
協
で
は
、
こ
れ

ま
で
吉
川
地
域
１
ヶ
所
に
持

込
む
回
収
方
法
か
ら
、
東

部
・西
部
2
か
所
に
集
積
場

を
設
け
る
こ
と
。役
員
中
心

の
持
込
み
立
会
か
ら
、住
民

自
ら
が
立
会
者
と
な
っ
て
検

証
す
る
こ
と
。全
世
帯
を
対

象
と
し
て
ゴ
ミ
分
別
・排
出

方
法
を
学
ぶ
こ
と
。を
柱
に

見
直
し
を
行
い
、分
別
間
違

い
を
最
小
に
し
、排
出
ご
み

を
少
な
く
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

見
直
し
後
第
１
回
の
不
燃

性
粗
大
ご
み
を
６
月
２
日
、

可
燃
性
粗
大
ご
み
回
収
を

30
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

勉
強
会
に
は
、1
回
目
の

回
収
に
従
事
す
る
住
民
な

ど
46
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
市
役
所
廃

棄
物
対
策
課
の
渡
辺
・河

本
両
氏
に
来
て
い
た
だ
き
、

な
ぜ
分
別
が
必
要
か
、
分

別
の
仕
方
等
、
参
加
者
か

ら
の
質
問
に
答
え
る
場
を

含
め
1
時
間
ほ
ど
の
勉
強

会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
に
は
、
受
講
終
了
証
明

書
を
発
行
し
ま
し
た
。

次
回
は
、第
2
回
実
施
の

前
の
12
月
１
日(

日)

午
後

１
時
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

持
込
ま
れ
た
方
は
「ご
み

ブ
ッ
ク
で
確
認
し
た
」
「勉

強
会
を
参
照
に
し
た
」
等

持
込
み
に
あ
た
っ
て
、分
別

に
取
組
ん
だ
こ
と
を
話
し

て
い
ま
し
た
。
立
会
の
東

郷
・戸
坂
地
区
の
皆
さ
ん

は
、
袋
で

一
括
持
込
ま
れ

た
ご
み
袋
を
開
き
、
持
込

み

道
の
里
親
登
録
団
体
と

し
て
の
清
掃
作
業
を
、
理

事
会
役
員
18
名
で
6
月
16

日
の
午
前
中
、
県
道
の
歩

道
に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤

去
と
草
取
り
作
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
作
業
は
年
3

回
行
わ
れ
、
次
回
は
県
道

沿
い
の
草
刈
り
で
す
。

者
と
確
認
し
、指
定
ゴ
ミ
以

外
は
持
帰
り
を
お
願
い
し

ま
し
た
。住
民
の
皆
さ
ん
の

意
識
が
変
わ
っ
た
、と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

≪

燃
え
な
い
ゴ
ミ
で
見
受
け

ら
れ
た
事
例≫

①
ガ
ラ
ス

製
品
等
埋
め
立
て
ゴ
ミ
・電

池
等
の
有
害
ゴ
ミ
は
、指
定

日
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

②
小
さ
く
切
る
こ
と
で
、
一

般
ご
み
回
収
日
に
出
す
③

Ｏ
Ａ
機
器
な
ど
指
定
サ
イ

ズ
内
は
、市
役
所
の
回
収
ボ

ッ
ク
ス
に
入
れ
る
。

第
１
回
可
燃
物
の
回
は

30
日
雨
の
中
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、本
郷
・上

東
広
島
市
主
催
「平
成
31

年
度
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
6
月

9
日(

日)

午
前
8
時
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
川

地
域
で
は
、
吉
川
小
学
校

に
小
学
生
・保
護
者
・地
域

住
民
等
約
80
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。

着
手
前
の
集
い
は
、市
の

進
行
で
村
主
会
長
が
あ
い

さ
つ
。そ
の
後
参
加
者
が
吉

川
地
域
に
分
散
し
、ポ
イ

捨
て
ゴ
ミ
の
回
収
を
行
い

ま
し
た
。9
時
前
に
は
、各

自
が
回
収
し
た
ご
み
を
持

ち
帰
り
、
分
別
集
積
し
た

後
、
流
れ
解
散
と
な
り
ま

し
た
。

中
横
野
地
区
の
皆
さ
ん
に

立
会
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

指
定
外
ゴ
ミ
の
持
込
み
状

況
は
、
整

理
し
、
別

途
回
覧

で
、
報
告

し
ま
す
。

6
月
2
日
、
東
広
島
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
で
東

広
島
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
吉
川
小
学

校
5
・6
年
生
、
保
護
者
、

育
成
会
役
員
な
ど
20
名
余

り
が
34
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
ク
ア
ウ
ト
、
玉

入
れ
、
大
玉
転
が
し
、
み
ん

な
で
ジ
ャ
ン
プ
に
挑
戦
。成

績
は
昨
年
に
届
か
な
い
30

位
で
し
た
が
、温
か
い
声
援

を
受
け
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。次
回
は
、9
月

22
日
（日
）
に
球
技
の
部
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
引
き
続

き
地
元
か
ら
の
参
加
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

燃
え
な
い
ゴ
ミ
回
収
に
、

小
型
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
Ｔ
Ｖ
が

隠
す
よ
う
に
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

処
理
費
用
が
発
生
し
ま

す
。
心
当

り
の
方
は

自
治
協
に

連
絡
く
だ

さ
い
。

吉川まちづくり自治協議会 令和元年7月1日(2019-4)

ひがしひろしまし市民活動情報サイトもご覧ください
http://higashihiroshima.genki365.net/


